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2017年上半期のねじ産業の動向 

 

日本ねじ工業協会 大磯 義和 

 

1 2016年のねじの統計 

 2016年までのねじ産業の統計を概観すると，日本ねじ工業協会の推計による生産統計を図 1 に，財務省貿易統計

による輸出を図 2に，輸入を図 3にそれぞれ示したように，生産も輸出も横ばい状態で、輸入は減少の状態となっ

た。 

520,000

560,000

600,000

640,000

680,000

720,000

760,000

800,000

840,000

880,000

920,000

2,180,000

2,300,000

2,420,000

2,540,000

2,660,000

2,780,000

2,900,000

3,020,000

3,140,000

3,260,000

3,380,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

２００７～２０１６年のねじ生産実績推移

数 量
金 額



―2―  

数量(トン) 

 

数量(トン) 

 

165,000

185,000

205,000

225,000

245,000

265,000

285,000

215,000

235,000

255,000

275,000

295,000

315,000

335,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

２００７～２０１６年の日本のねじ全輸出推移

数 量
金 額

 

33,000

43,000

53,000

63,000

73,000

83,000

93,000

145,000

165,000

185,000

205,000

225,000

245,000

265,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

２００７～２０１６年の日本のねじ全輸入推移

数 量
金 額

 

 

2 2017年上半期のねじの動向 

2017 年上半期(1月～6 月)のねじ産業は，自動車，機械，電気・電子，建築・土木などの需要家の堅調な動きを反

映している。日本経済は実質 4%の伸びを示しており，米国の景気回復と中国の安定成長が後押しをしていること
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出所：財務省貿易統計 
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が好調な要因である。とは言っても，世界経済がこのまま推移するとは考えにくいので，年後半に向けての景気減

速への対処を怠らないことである。 

 図 4 に生産状況を、図 5 に輸出状況を、図 6 に輸入状況をそれぞれ示す。上半期の状況から通年を推測すると、

全体的に横ばい状態になるのではないかとみている。 

 

2017 年上半期の生産状況 
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2017 年上半期の輸出状況 
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2017 年上半期の輸入状況 

 

 

 


